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経

涛

言台r

叢
第
四
十
七
巻

第
六
時
抗

(
酒
量
調
覇
胃
八
時
車
捕
)

昭
和
十
三
年
十
二
月
夜
行

論

叢

幕

五反

貿

易

ν) 

tH 

本;

i袋ト

治
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向
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庄:

幕
索
以
前
の
貿
易
論

寛
永
の
鎖
園
以
後
、
貿
易
は
僅
に
長
崎
に
於
て
支
那
・
和
閣
に
針
し
て
の
み
例
外
的
に
存
さ
れ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
ね
。
而
も
片
貿
易

で
あ
っ
て
、
我
園
は
正
貨
を
以
て
支
那
・
和
蘭
般
の
喰
入
す
る
貨
物
を
買
ふ
の
が
原
別
で
あ
っ
た
か
ら
、
金
銀
の
流
出
甚
し
〈
貿
易

を
自
然
の
ま
L
に
放
任
す
る
能
は
ざ
る
に
至
り
、
貿
易
は
年
を
逐
う
て
縮
減
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
h
A

る
欣
勢
で
あ
っ
た
か
ら
、

貿
易
制
限
論
や
不
必
要
論
が
唱
へ
ら
れ
た
こ
と
ば
不
思
議
で
は
左
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
新
井
白
石
の
設
を
掲
げ
や
引
。

白
石
は
臼
く
「
営
家
代
を
し
る
し
め
さ
れ
て
海
舶
互
市
の
事
始
し
よ
り
と
の
か
ら
凡
百
徐
年
の
問
、
我
園
の
寅
貨
、
外
園
に
流
れ

入
し
所
す
で
に
大
半
を
失
ひ
ぬ
。
金
は
四
分
が
一
、
銀
は
四
分
が
三
を
夫
へ
り
。
さ
れ
ど
こ
れ
も
公
に
あ
ら
は
れ
聞
え
て
推
量
る
べ

幕
末
白
由
貿
易

第
四
十
七
巻

七
四
九

第
六
披

拙著、近世の経涛思想、 10頁以下



幕
末
の
由
貿
易

第
四
十
七
巻

第
ノ、

続

七
五

O

き
所
を
も
て
い
ふ
也
。
共
飴
推
し
知
ら
れ
ざ
る
所
の
事
ど
も
猶
多
し
。
と
れ
よ
り
後
百
年
を
出
中
我
闘
の
財
用
乙
と
ご
と
く
端
た
ん

事
は
智
者
を
待
守
し
て
共
事
明
か
友
り
』
と
。
か
く
て
彼
は
貿
易
不
必
要
論
を
快
き
し
者
で
あ
っ
て
『
我
有
用
の
財
を
用
ひ
て
彼
無
用

の
物
に
易
む
こ
と
我
園
高
世
の
良
策
に
あ
ら
や
，
。
古
よ
り
此
か
た
我
園
い
ま
だ
外
闘
の
資
を
借
ら
や
、

さ
れ
ば
築
材
の
外
は
他
に
求

な
ぺ
き
物
も
注
し
。
海
舶
の
来
ら
ぎ
ら
ん
事
、
古
の
ご
と
く
友
り
と
も
我
求
む
べ
き
所
を
得
ベ
き
事
其
道
た
き
に
し
乱
あ
ら
中
』
と

説
き
、
貿
易
の
唯
一
の
利
錠
と
も
見
る
ぺ
・
鴨
川
一
熱
材
に
就
き
一
て
も
必
十
し
も
外
闘
に
仰
寸
の
必
要
注
く
「
h
の
世
略
取
材
の
如
き
も
、
古
を

考
ふ
る
に
我
山
削
に
降
せ
し
も
の
少
か
ら
L
Y
、
本
細
川
町
取
た

Y-
い
ふ
も
の

L
十
U
に
闘
え
竺
る
も
、
今
は
地
と

L
て
産
せ
ホ
と
い
ふ
所
も

、、

た
し
。
た
と
ひ
古
よ
り
我
円
聞
に
な
か
ら
む
物
も
、
北
九
種
子
を
も
求
め
共
地
宜
を
も
ほ
か
り
て
う
つ
し
う
ゑ
つ
ぺ
し
』
と
て
自
給
自
足

の
必
や
し
も
不
可
能
友
ら
ざ
る
を
説
い
て
ゐ
る
。
併
し
た
が
ら
今
一
朝
に
し
で
貿
易
を
臨
目
す
る
能
は
や
と
せ
ば
、
貿
易
に
制
限
を
付

し
、
園
内
に
通
用
せ
る
貨
幣
の
量
を
計
り
て
貿
易
の
歳
額
を
定
め
、
来
航
の
般
舶
を
制
限
し
、
共
般
教
及
搭
載
量
を
定
む
べ
き
こ
と

か
く
の
如
く
に
し
て
生
れ
た
の
で
あ
る
。
白
石
は

を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
正
徳
五
年
に
拾
け
る
詳
続
無
比
な
る
海
舶
互
市
の
新
例
は
、

『
こ
れ
を
人
に
た
と
ふ
る
に
、
五
穀
の
類
は
毛
髪
の
生
じ
出
る
事
や
む
時
泣
き
が
如
し
。
五
金
の
類
は
骨
髄
の
ふ
た
h
ぴ
生
守
る
事
な

き
に
似
た
り
。
か
の
五
穀
の
如
き
狛
地
に
肥
需
あ
り
年
に
豊
凶
あ
り
。
ま
し
て
五
金
の
如
き
は
こ
れ
を
産
す
る
地
も
多
か
ら
守
、

れ
を
採
る
に
常
に
し
も
あ
ら
や
』
と
て
金
銀
の
貴
ぷ
ぺ
き
と
と
れ
ゲ
一
説
い
て
ゐ
る
が
、
之
は
よ
述
の
貿
易
闘
係
と
密
接
た
る
闘
聯
を
有

す
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
友
い
。

右
の
白
石
の
所
論
と
劉
服
し
て
興
味
あ
る
も
の
は
中
井
竹
山
の
設
で
あ
る
「
卸
ち
回
〈
『
金
銀
二
口
聞
は
必
寛
何
の
用
に
立
ぬ
物
友

れ
ば
乏
き
と
て
も
事
か
L
守
、
銅
鍛
の
二
品
は
氏
周
に
甚
切
に
て
、
鍛
は
云
迄
も
無
大
切
成
者
、
銅
は
是
に
次
で
甚
便
利
の
者
也
。

こ

同上、 127頁以下2) 



故
に
生
鈍
を
年
々
移
敷
外
国
へ
描
ち
繋
る
は
惜
む
可
の
甚
敷
也
』
と
説
会
一
、
令
一
銀
は
飢
て
食
ふ
可
ち
示
、
本
し
て
衣
る
可
ら
や
、
然

ら
ば
と
て
こ
れ
を
建
築
に
用
う
る
能
は
や
、
武
器
を
作
る
能
は
や
、
農
具
商
工
の
用
具
に
作
る
能
は
や
¥
銅
硝
酬
の
如
き
費
用
的
の
も

の
で
は
・
な
い
か
ら
、
地
を
梯
て
海
外
へ
流
出
す
る
も
岡
家
の
潟
め
何
等
の
損
害
な
し
。
た

r
銅
に
至
つ
て
は
民
用
に
切
な
る
も
の
で

あ
り
、
之
が
海
外
に
多
く
流
出
す
る
こ
と
は
誠
に
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
ム
一
説
い
て
居
る
。
而
し
て
銅
を
渡
す
と
と
を
節
約
す
る
た
め

に
は
、
品
物
と
品
物
左
の
貿
易
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
従
来
の
海
産
物
の
外
に
、
紙
・
町
議
・
研
・
扇
子
・
圏
扇
・
傘
・
日

傘
・
菅
笠
・
官
蓑
・
漆
器
・
蒔
緒
・
陶
器
・
京
人
形
・
小
間
物
・
竹
細
工
・
合
間
m
・
絹
布
・
書
籍
共
他
外
舶
の
好
で
求
む
る
物
を
渡

す
べ
き
で
あ
る
と
し
亡
ゐ
る
。

こ
山
助
は
別
賞
時
の
一
方
的
の
品
輸
入
貿
易
を
矯
正
す
る
の
策
と
し
て
、
可
K
H
ナ
ぺ
き
貼
大
た
り
と
い

は
な
け
れ
ば
な
ら
ね

明
和
安
永
の
頃
に
及
ん
で
識
者
の
一
任
意
は
、

日
露
雨
闘
の
接
縄
地
た
る
蝦
夷
に
集
注
し
、
之
が
開
設
経
営
を
論
宇
る
者
屡
現
は
る

a-

ゐ
有
様
で
あ
り
、

工
藤
平
均
の
「
赤
蝦
夷
風
説
考
」
は
開
聞
論
の
滋
鯵
と
も
稽
す
ぺ
〈
、
之
に
動
か
さ
れ
て
幕
府
は
天
明
五
・
六
年

に
蝦
夷
樺
太
調
査
を
行
ふ
に
至
っ
た
の
で
る
る
が
、
寛
政
年
間
に
著
は
さ
れ
た
本
多
利
明
の
「
西
域
物
語
L

や
「
経
世
秘
策
」
は
外

園
貿
易
に
よ
っ
て
園
富
の
増
進
を
計
る
こ
と
を
根
本
問
題
と
し
、
蝦
夷
の
開
棋
院
の
み
友
ら
や
隣
邦
の
経
略
を
も
行
は
ん
と
す
る
こ
と

を
設
い
た
も
の
で
る
っ
て
開
図
進
取
の
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

利
明
思
へ
ら
く
、
尺
そ
一
園
の
経
済
は
航
立
し
て
存
在
し
得
べ
き
も
の
で
は
友
い
。
欧
洲
諸
図
は
各
国
互
に
有
無
を
通
じ
て
次
第

に
寓
張
と
な
り
し
に
、
我
閣
は
依
然
闘
を
鎖
し
て
拭
立
の
紙
態
に
甘
ぜ
る
こ
と
は
大
友
る
誤
り
で
あ
る
。

「
日
本
は
海
図
た
れ
ば
、

渡
海
運
送
交
易
は
同
よ
り
闘
君
の
天
職
最
第
一
の
図
務
な
れ
ば
‘
寓
閤
へ
船
舶
を
這
り
て
園
用
の
要
用
た
る
産
物
及
び
金
銀
銅
を
抜

幕
末
の
由
貿
易

第
四
十
七
巻

七
王王

第
ノ、
競



幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

四

七
五

第
六
銃

き
取
て
日
本
へ
入
れ
、
岡
力
を
厚
ぐ
す
べ
き
は
海
図
具
足
の
仕
方
友
り
。
自
園
の
力
を
以
治
る
計
り
に
て
は
闘
力
夫
第
に
弱
り
、
共

弱
り
皆
農
民
に
営
り
、
農
民
連
年
耗
減
ず
る
は
自
然
の
勢
た
り
』
と
い
ひ
、
自
給
自
足
は
頼
む
に
足
ら
十
と
し
、
外
凶
貿
易
の
必
要

を
高
調
し
て
居
る
。

一
方
の
得
る
所
は
他
園
の
夫
ふ
所
た
り
と
の
設
が
討
は
れ
た
が
、

H
U
同
月
斗
a
a

平
E
』

而
も
首
時
に
於
て
外
岡
貿
易
は
、

『
白
闘
を
輩
傍
の
宮
山
側
と
成
ん
は
、
外
岡
よ
り
金
銀
銅
を
取
込
の
外
に
道
た
し
と
い
ふ
、
北
(
詮
至
極
に
あ
る
ぺ
し
。
然
ど
も
共
金
銀
銅

を
取
込
に
は
、
白
岡
の
産
物
を
問
て
外
闘
の
金
銀
銅
と
交
易
し
、
利
潤
の
金
銀
側
を
得
る
の
外
に
道
あ
る
ま
じ
、
共
産
物
は
白
闘
の

産
物
と
他
凶
の
産
物
B
K

乙
五
相
た
り
。
ム
ザ
九
日
制
も
立
絡
た
れ
削
符
成
の
利
潤
も
肱
劣
あ
る
ま
じ
』
」
一
L

外
岡
貿
易
が
樹
首
一
申
静
岡
宏
利
寸
守
山

所
以
を
明
か
に
し
、
目
つ
彼
我
の
問
、
常
に
劃
等
の
闘
係
を
以
て
貿
易
を
だ
す
べ
ま
こ
と
を
道
破
し
「
呉
闘
交
易
は
相
互
に
闘
力
を

抜
と
ら
ん
と
す
る
交
易
な
れ
ば
、
戦
争
も
同
株
た
り
」
と
て
平
和
的
戦
争
の
忽
緒
に
附
す
可
ら
ざ
る
を
説
き
、
更
に
進
ん
で
『
百
四

五
十
年
以
前
迄
は
円
本
よ
り
も
異
同
交
易
に
船
舶
を
仕
出
た
る
先
例
あ
れ
ば
、
共
先
例
に
倣
へ
官
舶
を
製
作
し
て
異
岡
安
易
を
以
、

日
本

κ入
用
た
る
品
、
々
の
み
も
取
入
る
棋
に
た
ら
ぽ
、
支
那
和
蘭
附
仙
の
来
舶
キ
一
待
十
副
明
白
向
一
一
な
る
べ
し
一
と
て
積
極
的
に
輸
出
貿

易
に
従
事
す
べ
き
と
と
を
悠
湿
し
て
ゐ
る
。
而
し
で
か
く
の
如
き
積
極
的
貿
易
に
従
事
せ
ん
と
せ
ば
、

必
や
や
航
海
事
業
の
設
建
に

侠
た
友
け
れ
ば
左
ら
ね
。
航
海
業
の
褒
逮
は
官
舶
を
朋
て
運
漕
を
友
す
に
よ
っ
て
の
み
之
を
期

L
得
る
。
回
疋
れ
利
明
に
官
替
海
運
論

の
あ
る
所
以
で
あ
る
。
鎖
閣
の
蛍
時
に
於
て
開
聞
進
取
・
'
貿
易
委
展
を
極
論
し
た
彼
の
設
は
、
そ
の
識
見
の
高
き
を
一
不
す
も
の
と
い

は
ざ
る
を
得
な
い
。

ーー

幕
宋
の
出
貿
易
論

同上、 167頁以下3) 



嘉
永
六
年
六
月
米
国
水
師
提
督
ペ
リ

1
来
航
し
て
図
書
を
提
出
し
修
交
互
市
を
求
む
る
に
及
ん
で
、
鎖
固
か
開
閣
か
の
決
定
は
佳
一

加
の
問
題
と
左
っ
た
が
、
貿
易
の
要
否
・
利
害
も
営
然
各
方
面
に
於
て
論
議
せ
ら
る
L

に
至
り
、
H

地
に
貿
易
論
の
一
大
進
展
を
見
る

に
至
っ
た
。
幕
府
は
七
月
一
日
米
図
々
蓄
の
和
解
を
諸
漆
に
示
し
て
之
に
針
ず
る
忌
陣
友
き
意
見
を
徴
し
た
が
、
そ
の
答
申
の
う
ち
一

り

に
は
貿
易
を
以
て
い
伺
害
な
り
と
し
た
も
の
も
少
く
た
か
っ
た
。
然
し
を
れ
と
は
反
針
に
交
易
を
聞
か
ぽ
日
本
繁
昌
疑
ひ
な
し
と
す
る

説
(
踊
岡
薄
)
も
あ
り
、
殊
に
彦
根
藩
の
如
き
は
進
ん
で
海
外
へ
出
て
交
易
せ
'
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
意
見
を
上
申
し
た
。
邸
、
奈
永

六
年
八
月
二
十
九
日
の
上
苦
に
は
「
組
京
間
洋
之
御
法
に
は
候
得
共
、
支
加
和
繭
之
惰
ば
か
り
は
浅
し
被
也
候
。
今
此
惰
を
幸
ひ
に

外
岡
之
御
所
置
可
有
之
事
。
(
中
略
〉
交
易
之
協
は
閣
禁
友
れ
ど
.
時
世
に
古
今
の
差
あ
り
、

れ
伽
…
相
泊
。
下
る
は
天
地
之
道
也
。

l
r
 

一世」一刃

↓ι
榊
抗
告
て
、

V

F

h

u

カ
タ
ラ

巳
来
は
此
方
よ
り
商
舶
を
和
閑
人
協
同
所
吹
崎
町
之
商
飢
わ
遣
し
て
交
易
す
ぺ
し
」
と
い
ひ

更
に
一
寛
永
N
M
止
の
御
朱
印

舶
を
復
古
し
、
先
づ
大
坂
・
兵
庵
・
堺
等
之
豪
商
に
被
命
、
共
株
を
輿
へ
、
竪
賓
の
大
軍
艦
初
蒸
気
附
を
新
造
し
て
、

日
本
無
用
之
品

を
積
込
、
水
主
船
頭
は
暫
く
蘭
人
を
展
ひ
、
剛
直
に
し
て
し
か
も
心
利
た
る
者
共
を
乗
せ
交
へ
、
大
砲
之
欠
利
・
犬
附
之
取
廻
し
、

針
路
之
法
を
事
ば
せ
、
表
に
商
船
を
申
立
、
内
賓
は
専
ら
海
軍
之
調
練
を
心
得
、
追
L
4

叫
町
教
を
増
て
脅
熟
し
、
日
本
人
目
花
に
L

へ
洋

を
莱
廻
し
』
て
貿
易
と
武
備
と
を
供
に
全
う
す
べ
き
を
説
い
て
ゐ
る
。

安
政
元
年
三
月
日
米
和
親
保
約
が
成
立
し
、

つ
い
で
英
露
繭
諮
問
と
の
聞
に
も
傑
約
が
締
結
さ
れ
、
欧
乏
口
問
併
給
の
名

ω下
に
事

質
上
は
小
規
模
の
貿
易
が
行
は
れ
た
た
め
、
従
来
の
長
崎
に
沿
け
る
清
繭
貿
易
と
は
呉
れ
る
貿
易
を
慨
験
す
る
に
至
っ
た
の
み
な
ら

中
、
世
界
に
於
け
る
修
交
通
商
の
意
義
を
多
少
と
も
諒
解
す
る
の
機
運
に
近
づ
い
た
。
安
政
三
年
八
月
四
日
の
老
中
逮
に
は
『
外
岡

h

ア
ロ
も
海
舶
被
差
向
、
交
易
互
市
之
利
毎
秒
」
以
、
富
国
強
兵
の
基
本
と
被
成
侠
方
、
今
之
時
勢
に
協
可
然
哉
に
候
得
共
』
そ
れ
に
は

幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

七
五

第
六
掠

五

拙稿、幕末諸滞の開閥忠想、本誌第四十二容ー披
大日宇古文書幕末タト間関係文書之二、 2S1ぽ[川下

4) 
5) 



幕
末
白
出
貿
易

七
五
回

第
四
十
七
巻

第
六
競

/、

今
後
五
年
七
年
の
日
子
を
要
す
ぺ
〈
、
差
営
り
輸
出
の
銅
は
年
々
快
乏
の
欣
態
に
あ
る
か
ら
、
式
易
仕
法
の
大
本
を
今
よ
り
考
究
す

る
必
要
あ
る
旨
を
述
ぺ
て
ゐ
る
が
、
之
に
よ
る
も
ゆ
く
/
¥
は
我
よ
り
海
外
へ
渡
航
し
て
交
易
す
る
必
要
は
之
を
認
め
て
ゐ
た
の
で

あ
っ
た
。

之
に
針
す
る
八
庁
十
五
日
在
府
浦
質
奉
行
弁
同
箔
館
奉
行
よ
り
の
上
申
書
に
は
、
長
崎
に
於
け
る
山
崎
蘭
貿
易
の
併
を
論
じ
た
る
後
、

英
闘
は
北
蝦
夷
地
の
ゆ
ナ
よ
り
も
北
に
首
れ
る
闘
で
あ
る
に
か
ha

は
ら
や
，
、
富
国
強
兵
で
あ
る
所
以
同
「
専
航
栴

L

父
易
之
利
径
と
相
聞

候
閥
、
御
仕
法
次
第
に
て
御
従
柏
瀬
伐
は
必
然
之
俄
L
f
，
奉
存
供
。
尤
同
交
日
却
に
て
は
成
表
事

L
有
之
問
敷
」
一
ア
山
々
と
漆
べ
、
各
刷
酬
の

通
商
法
を
参
酌
し
て
貿
易
仕
法
を
定
む
べ
き
と
と
を
述
ぺ
て
ゐ
る
。
印
ち
居
交
日
却
の
み
に
て
は
利
征
少
し
』
惑
ベ
て
ゐ
あ
と
と
は
、

西
洋
各
凶
同
様
海
外
に
同
で
L
貿
易
を
た
ず
の
利
た
る
と
と
を
説
い
た
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。
ま
た
四
年
一
一
一
月
の
海
防
掛
の

大
目
付
目
付
の
上
申
書
に
は
、
貿
易
を
開
い
て
画
家
現
財
の
根
本
を
確
立
す
る
は
方
今
の
念
務
た
り
と
し
『
和
親
之
同
b
此
方
よ
り

官
吏
一
宮
置
、
留
醐
市
生
を
遣
し
』
或
は
『
成
〈
官
阿
国
に
航
し
て
冥
利
を
興
し
一
一
其
他
種
々
の
篠
項
を
事
げ
て
ゐ
る
が
、
三
れ
ま
た
進
ん

で
海
外
に
出
で
土
父
易
す
べ
き
こ
と
を
い
へ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

我
聞
と
通
商
を
開
始
せ
ん
と
す
る
諸
外
国
が
皐
友
る
快
乏
品
貿
易
を
以
て
満
足
せ
さ
る
こ
と
は
首
然
で
あ
り
、
迭
に
米
同
総
領
事

ハ
リ
ス
は
四
年
十
月
江
戸
に
出
で
与
所
謂
重
大
事
件
た
る
通
商
僚
約
の
締
結
・
公
佼
駐
剤
・
自
由
に
交
易
を
友
す
こ
と
の
諸
件
を
申

立
て
た
。
之
に
針
し
幕
府
は
各
方
面
の
意
見
を
徴
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
積
極
的
に
出
貿
易
の
必
要
を
説
い
た
も
の
も
少

く
な
か
っ
丸
。
例
へ
ば
隔
井
落
は
四
年
十
一
月
ニ
イ
六
日
の
上
申
書
に
於
て
、
強
兵
の
基
は
富
岡
に
あ
る
か
ら
今
後
貿
易
の
事
を
開

き
布
無
相
通
じ
『
皇
園
自
有
之
地
利
に
擦
り
、
宇
内
第
一
の
富
畿
に
致
度
事
に
御
座
供
"
=
と
い
ひ
、
我
よ
り
進
ん
で
小
邦
を
晶
状
併
L

向上巻十四、 653買
向上、 75'頁
同上、容十五、 702ー 704頁
梢稿、幕末詩蒋の開凶思想、本誌第四 f二巻一蹴
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互
市
を
盛
に
す
ぺ
し
と
説
き
、
更
に
五
年
二
月
十
八
日
に
も
我
よ
り
航
海
を
開
き
、
支
那
西
洋
へ
も
人
を
涙
遣
す
べ
き
こ
左
を
論
じ

て
ゐ
る
。
徳
島
藩
も
亦
、
首
時
の
形
勢
は
天
命
の
然
ら
し
む
る
所
で
る
り
、
我
よ
り
航
海
し
て
通
商
す
べ
し
と
い
ひ
、
鹿
児
島
藩
は

通
商
開
始
の
上
は
諸
外
岡
へ
商
舶
を
波
遣
し
、
五
犬
洲
を
随
意
に
制
御
す
る
や
う
庭
置
す
る
の
が
営
然
で
あ
る
と
蓮
ぺ
て
ゐ
る
。
向

老
中
堀
田
正
陸
の
意
見
書
に
『
庚
〈
古
河
川
閣
に
航
し
、
貿
易
を
通
じ
』
云
々
と
い
へ
る
こ
と
け
町
、
や
は
り
出
貿
易
の
必
要
を
設
け
る
も

の
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い
コ

市
内
延
元
年
三
月
幕
府
の
件
闘
卦
大
目
付
及
目
付
か
ら
保
物
方
と
併
し
す
る
一
局
そ
設
置
寸
ぺ
き
こ
と
が
建
議
さ
れ
た
が
、

そ
の
意
見

山
午
日
比
は
蹴
出
物
方
の
設
ぽ
K
よ
り
て
凶
門
版
物

ω州
市
叩
r

ョ
同
等
の
箆
散
を
前
俊
一
し
得
ぺ
く
、

Mm川
上
に
同
飛
ん
ベ
中
レ
ム
侠
泊
、

支
那
へ
仕
出

般
の
御
沙
汰
有
之
候
得
ば
‘
波
地
の
模
様
究
第
貿
易
収
組
も
心
丈
夫
に
出
来
可
仕
』
云
々
と
あ
っ
て
、
支
廊
へ
山
内
貿
易
を
試
む
ぺ
き

こ
と
が
説
か
れ
た
。

こ
の
支
那
出
貿
易
に
射
し
て
勘
定
奉
行
及
勘
定
吟
味
役
等
の
意
見
は
、
外
岡
貿
易
も
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
居
友
が
ら
彼
の
求
に
曲
四
宇
る
の
み
に
て
は
不
都
合
で
る
り
、
且
『
彼
踊
香
港
等
に
で
外
岡
交
易
の
波
合
に
も
見
分
鴻
仕
伎
は

ピ
御
潟
筋
に
も
可
相
成
」
殊
に
府
間
凶
生
涯
の
口
閣
は
.
西
洋
の
諸
口
聞
と
同
時
り
、
紗
綾
・
縮
緬
共
外
織
物
を
初
め
、
総
類
・
薬
種
頒
等
我
闘
有

用
の
品
も
少
く
左
い
。
近
来
長
崎
表
支
那
般
入
港
少
き
趣
で
あ
る
か
ら
、
右
目
間
々
彼
閣
よ
り
積
蹄
ら
ば
我
同
産
を
補
ふ
こ
と
と
も
な

。
、
又
困
査
に
も
支
那
へ
向
く
も
の
が
あ
り
、
彼
我
共
に
便
利
?
あ
る
か
ら
、
支
席
へ
商
時
を
仕
立
で
る
こ
と
を
仰
せ
同
さ
れ
た
い

と
遁
ベ
て
ゐ
る
。
ま
た
外
岡
奉
行
等
の
意
見
も
支
廊
へ
商
舶
を
仕
出
す
こ
と
は
『
時
勢
至
営
の
儀
』
で
あ
る
と
い
ひ
、
町
存
行
の
免
同

申
も
支
那
貿
易
に
つ
い
て
は
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
。
且
右
の
勘
定
奉
行
等
の
存
申
に
は
支
那
へ
商
般
汲
遣
の
と
と
は
、

『
先
達
而
外

閣
立
合
役
々
外
園
奉
行
一
同
蓮
名
を
以
て
再
度
申
と
候
趣
も
有
之
』
と
い
ひ
、
外
岡
奉
行
等
の
答
申
に
も
支
郊
へ
出
貿
易
を
試
む
る

幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

七
五
五

七

第
六
挽

同、幕末に於げる幕府イヲ司の開国思想‘本誌第四十二巻二披10) 



幕
末
白
由
貿
易

第
四
十
七
巻

il 

七
五
六

第
六
競

こ
と
は
、
『
既
に
去
未
(
安
政
六
年
)
六
月
中
、
外
国
御
用
立
合
役
々
一
同
評
論
を
蓋
し
』
上
申
し
た
趣
を
述
べ
て
ゐ
る
か
ら
、
翫
に
前

年
よ
り
相
営
論
議
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
出
貿
易
は
貿
易
の
必
要
か
ら
設
か
れ
た
こ
と
で
は
る
る
が
、
軍

備
の
充
賞
邸
ち
海
軍
の
績
充
に
資
ぜ
ん
と
す
る
考
へ
と
関
聯
の
あ
っ
た
と
止
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
猶
文
久
年
聞
に
於
け
る
佐

久
間
象
山
の
上
蓄
に
も
出
貿
易
の
利
従
を
設
け
る
僚
が
あ
る
。

幕
東
海
外
糠
遣
の
計
置

前
週
せ
し
ハ
リ
ス
の
庫
大
事
件
陳
述
以
前
に
、
幕
府
に
於
て
は
通
商
貿
易
の
開
始
弁
に
貿
易
方
法
等
に
つ
い
て
種
々
の
意
見
が
あ

ら
は
れ
て
ゐ
る
が
、
幕
府
は
四
年
八
月
十
八
日
、
評
定
所
一
座
以
下
に
劃
し

『
長
崎
表
に
お
ゐ
て
在
惚
和
繭
叙
事
官
た
談
判
に
及
ひ
、
是
々
貿
易
筋
取
調
も
出
来
可
申
候
符
共
、
岡
家
不
朽
に
停
へ
候
貿
易
之
茶
本
を
定
的
候
に
、

外
国
交
際
之
寅
験
も
劃
…
之
、
被
か
一
一
一
寸
の
舌
頭
を
頼
候
は
不
得
己
衣
第
と
は
申
た
か
ら
、
貨
は
粗
忽
之
至
、
事
を
不
惑
俄
に
付
、
彼
地
に
お
ゐ
で
研

究
相
属
、
貿
易
取
調
も
縦
り
候
は
ヘ
此
上
貨
地
紋
勝
之
潟
、
岩
瀬
伊
賀
守
儀
在
勤
支
配
向
之
内
、
其
外
に
も
有
志
の
者
共
布
連
、
暫
時
唐
困
香
港
遊

迄
被
差
遣
候
方
に
可
有
之
哉
、
尤
今
般
御
買
上
之
和
蘭
ス
タ
1

子
ル
加
欺
、
此
度
入
津
之
御
挟
蒸
気
船
之
内
、
何
れ
成
共
都
合
宜
方
に
莱
組
、
繭
人

相
雇
都
て
商
船
之
偉
に
て
右
舶
来
試
等
之
名
に
も
致
し
、
手
蝿
に
取
計
渡
海
致
候
積
、
別
紙
の
泊
柑
建
可
然
哉
、
早
々
評
議
致
し
可
被
申
開
院
r
E

と
い
ひ
、
之
に
針
ず
る
評
定
所
一
庄
の
答
申
に
は
『
外
闘
之
入
舶
を
待
受
候
而
己
に
て
は
御
経
筋
も
蒋
〈
可
右
之
候
問
、
此
方
よ
り

も
交
易
船
御
仕
出
し
無
之
候
而
は
難
相
成
揚
合
に
可
至
』
と
て
海
外
に
渡
航
し
て
貿
易
を
聞
く
と
と
に
は
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
が
、

香
港
出
張
の
件
に
闘
し
て
は
蘭
結
航
海
之
姿
を
以
て
香
港
謹
一
と
通
り
乗
廻
る
の
み
に
て
は
用
を
友
さ
チ
、
上
陸
滞
留
し
て
交
易
仕

法
等
を
前
斎
ず
る
必
要
あ
り
と
し
、
か
与
る
方
法
に
よ
る
出
張
は
寧
ろ
中
止
す
べ
し
と
在
し
て
ゐ
る
。

又
大
目
付
目
付
よ
り
の
答
申

札
税
制巷

-
[

五

川

町

第
お

回
申
七

日
阿
史
十

頁
同
情
之

担
同
日
経
書

内

-
J

、
曾
文

子
下
世
係

H
u
d

白
、
閥

、
乾
想
岡

策
、
思
外

政
件
祷
末

新
一
鯨
幕

の
色
の
書

末
詩
末
文

幕
易
幕
古

、
賀
、
本

薯
闘
稿
日

拙
外
拙
大
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は
香
港
へ
の
波
港
を
認
め

外
園
通
航
は
園
家
富
強
の
盛
拳
な
り
と
し
て
ゐ
る
が
、

か
防
掛
の
勘
定
奉
行
同
吟
味
役
は
貿
易
に
闘
す

る
調
査
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
波
注
の
殻
果
な
か
る
ぺ
し
と
し
、
之
に
反
し
て
林
大
墜
頭
は
時
勢
に
油
ぜ
る
庭
世
と
し
て
賛
成
し
、
鎗

心
不
行
筒
井
政
憲
は
一
感
交
沙
の
上
、
上
陸
す
べ
し
と
い
び
、
評
議
匝
々
に
岐
れ
し
た
め
、
更
に
評
議
を
殺
す
と
と
と
し
て
賓
現
ず
る

に
は
至
ら
一
な
か
っ
た
。
然
し
か
L

る
問
題
の
起
っ
て
来
た
こ
と
は
通
商
貿
易
を
開
始
す
べ
き
や
否
や
と
い
ふ
如
き
こ
と
は
最
早
問
題

で
は
な
く
、
通
商
開
始
を
既
定
の
事
賓
と
し
て
そ
の
後
の
交
易
方
法
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
従
来
の
如
き
居
貿
易

の
方
法
に
甘
ぜ
十
、
外
凶
の
方
法
を
訓
合
一
し
、
北
北
凶
も
亦
外
凶
同
様
海
外
へ
出
で
L

貿
易
せ
ん
と
す
る
機
運
の
迫
っ
て
ゐ
た
こ
と
を

一
不
ず
も
の
』
」
い
ふ
と
去
一
が
川
来
る
】

降
勺
て
駿
膝
一
二
年
に
も
、
幕
府
い
は
勘
定
ト
ポ
行
兼
外
凶
恭
行
場
原
但
一
向
山
寸
を
土
問
に
遣
し
て
貿
易
事
情
を
減
察
せ
し
め
ん
と
し
た
。

茸
営
時
幕
政
改
革
が
行
は
れ
、
慌
に
物
産
を
輪
出
し
て
貿
易
の
利
益
を
牧
む
ぺ
し
と
の
議
が
漸
く
熟
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
然
し
幕

政
改
革
に
少
か
ら
ざ
る
閥
係
を
有
せ
し
悌
同
公
使
ロ
シ
ユ
(
プ
E
E
z
-
-
2
)
は
、
山
品
時
我
邦
に
滞
在
せ
る
悌
商
ク
レ
l
(
C
e
Z
Z
)
を
し

て
幕
府
よ
り
海
外
へ
の
注
文
口
問
を
一
手
に
取
扱
は
し
め
ん
と
頻
に
運
動
中
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
海
遺
使
の
こ
と
を
喜
ば
十
、
之
を
阻

こ
の
こ
と
は
遂
に
賓
現
し
友
か
っ
か
。
尤
こ
れ
よ
り
前
、
既
に
千
歳
丸
及
飽
順
九
に
土
る
上
海
貿
易
が
賓
現
さ
れ
、

止
し
た
た
め
、

上
海
の
事
情
は
多
少
知
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た

3

回

畠
田
丸
の
黒
龍
江
貿
易

安
政
五
年
正
月
四
米
聞
に
泊
商
僚
約
十
四
ケ
保
・
貿
易
章
程
七
則
が
議
定
せ
ら
れ
、
六
月
に
彼
我
の
調
印
を
了
し
た
。

つ
い
で
七

幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

七
五
七

第
六
披

九

向上、巻十七、 340，343， 659， 756， 812]{ 
徳川慶喜公博、第三巻、 464JI目

拙著、幕末の新政策、 '98頁
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幕
末
の
問
貿
易

第
四
+
七
巻

Lノ

七
五
八

第
プて
競

月
に
は
繭
・
露
・
英
、

九
月
に
は
伶
閣
と
の
聞
に
同
様
僚
約
が
調
印
せ
ら
れ
、
所
謂
五
ケ
園
保
約
が
成
立
し
た
の
で
る
る
。

か
く
て

貿
易
が
一
般
的
に
行
は
る
L
や
、
種
々
在
る
方
商
に
影
響
を
輿
へ
、
殊
に
貿
易
の
た
め
に
園
内
の
需
要
を
減
す
能
は
や
物
債
騰
貴
す

る
有
様
で
あ
っ
た
。
葱
に
於
て
箔
飴
奉
行
は
居
貿
易
に
甘
ん
ぜ
や
進
ん
で
外
閣
に
赴
き
物
産
を
取
引
し
、
利
径
を
以
て
般
の
維
持
費

に
充
て
、
乗
て
外
国
闘
の
事
情
を
知
る
と
共
に
支
配
向
の
者
の
航
海
訓
練
を
な
さ
し
め
ん
と
の
計
撃
を
立
て
、
安
政
六
年
二
月
十
二
日

明
織
部
正
外
三
名
は
連
署
し
て
之
を
幕
府
に
上
申
し
た

G

そ
の
上
申
書
に
は
先
づ
外
国
貿
易
行
は
れ
亡
以
来
、
物
仮
騰
武
仁
下
悶
務
せ
る
と
と
h
f

波
哲
円
高
閥
五
十
叩
を
以
首
闘
の
本

1A
仕
候

に
付
、
得
と
交
易
の
仕
法
熟
知
仕
候
は
Y
存
外
御
主
主
定
無
之
、
相
仰
有
ハ
従
も
出
来
可
申
庭
、
従
来
鎖
閣
の
御
制
度
故
一
向
共
建
不
案
内

に
付
、
彼
が
申
旨
に
の
み
従
ひ
、
居
交
易
仕
候
は
Y
口
問
土
弊
害
難
測
儀
に
付
、
此
方
よ
り
も
外
岡
へ
航
海
致
し
、
我
国
貸
別
の
口
山
々

研
究
致
‘
輸
入
不
足
を
補
ひ
候
外
、
手
段
有
之
間
敷
』
と
て
居
交
易
の
弊
害
多
き
と
と
を
従
き
『
唐
闘
の
内
サ
ン
ハ
イ
・
ホ
シ
コ
ン

に
は
亜
人
共
外
傑
約
伸
之
図
々
也
住
商
館
も
有
之
越
、
尤
唐
閣
と
は
御
通
信
は
無
之
候
件
共
、
従
来
長
崎
ね
同
国
側
商
納
入
裕
治
商
仕

候
義
ニ
付
、
御
闘
よ
り
般
職
被
遣
候
と
も
差
支
有
之
間
敷
候
得
共
』
一
広
々
と
て
上
海
香
港
へ
の
向
貿
易
を
説
き
、
更
に
『
蝦
実
地
接

壌
い
た
し
居
候
満
州
地
方
は
魯
問
要
望
差
し
、
既
に
ア
ン
ム
ル
河
鴻
浪
漫
に
は
曲
目
人
追
々
移
住
い
た
し
一
一
ヨ
ヲ
イ
ス
キ
ム
」
申
一
川

に
は
交
易
揚
も
取
関
候
趣
に
も
相
関
』
此
等
地
方
の
事
情
を
探
索
す
る
必
要
も
あ
る
か
ら
『
幸
魯
同
盟
と
は
御
僚
約
も
相
椅
候
義
に

付
陽
に
交
易
を
名
と
致
し
、
御
民
品
川
叉
は
外
岡
舶
の
内
匂
支
配
向
矯
乗
組
ア
ン
ム
中
河
よ
り
カ
ム
サ
ツ
カ
法
迄
被
遣
、
共
地
之
物
産

輸
入
い
た
し
彼
地
不
燐
之
日
間
々
債
待
仕
交
易
致
し
候
は
ピ
存
外
御
利
徒
も
有
之
一
と
て
露
岡
欣
況
調
査
の
必
要
を
力
説
し

τ
、
営
年

夏
に
で
も
出
船
し
た
き
回
目
を
述
ぺ
許
可
そ
乞
ふ
た
。

箱餅魯I吋丸将領アンムル『両Jへ渡航一件(宿本)
新提北海道史第二巻、 73Zー734頁
函館税関前市史、 35-37頁
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右
の
上
中
に
封
し
て
は
久
し
〈
指
令
が
な
か
っ
た
が
、
文
久
一
花
年
疋
月
箱
館
奉
行
村
垣
淡
路
守
・
津
田
近
江
守
は
更
に
前
問
機
『
ア

ン
ム
ル
河
よ
り
カ
ム
サ
ツ
カ
溢
迄
被
濯
、
共
地
之
物
混
輸
入
い
た
し
交
易
い
た
し
候
は

r
存
外
御
利
佳
も
可
有
之
」
且
叉
唐
闘
の
内

十
ン
ハ
イ
・
ホ
ン
コ
ン
等
に
も
差
遣
し
、
各
国
の
商
法
は
勾
清
一
州
、
輸
山
川
輸
入
口
叩
と
も
利
一
命
あ
る
物
品
を
篤
と
賓
地
研
究
せ
し
め
、
陰

に
彼
が
動
静
を
探
索
し
た
い
か
ら
、
山
一
品
夏
認
に
川
航
せ
し
め
た
い
旨
を
湛
べ
て
ゐ
か
。

之
に
針
す
る
勘
定
泰
行
問
吟
味
役
の
評
議
は
、
有
の
上
申
は
尤

ω
こ
と
で
は
あ
る
が
、
満
州
ア
ン
ム
ル
河
か
ら
カ
ム
サ
ツ
カ
岨
峰
山

叫
加
の
儀
は
『
遁
て
頃
A
口
被
仰
波
候
方
に
も
一
叶
好
A
J
A
3
d

立
と
い
び
一
「
え
那
ロ
商
法
仕
川
方
之
能
に
付
て
は
先
述
て
外
崎
立
合
大
日
付
御

日
付
外
聞
仰
が
行
一
一
川
巾
rr-
候
趣
も
わ
之

司
有
溢
は
引
火
山
川
に
快
得
共
、

支
郊
i

ロ
接
居
、

満
州
カ

花
来
は
支
那
前
に
て
離
嶋
と
は
乍
山
勺

ム
サ
ツ
カ
等
と
は
諜
も
培
ひ
件
闘
交
易
慌
の
判
明
所
に
何
有
盆
も
可
右
之
候
」
と
泌
べ
て
賛
意
を
去
し
て
ゐ
る
。

一
メ
外
園
奉
行
の
評
議

は
「
御
預
り
般
或
は
外
国
商
締
宰
相
峰
、
蝦
夷
地
近
内
山
魯
白
亜
領
冒
口
不
地
所
之
口
問
主
債
入
龍
越
候
を
手
初
に
致
し
、
退
て
は
唐
園
上
海

香
港
等
迄
も
出
般
御
差
許
相
成
候
は
官
、
自
然
土
地
之
潤
津
陀
も
相
成
、
窮
民
離
散
之
愛
も
少
〈
、
往
々
英
大
之
御
園
ハ
命
と
も
可
相

成
』
と
い
ひ
、
香
港
は
英
領
な
れ
ば
同
園
公
使
に
決
し
た
る
上
、
慮
置
す
べ
き
」
旨
を
述
べ
て
賛
成
し
、
外
聞
掛
大
目
付
目
付
の
評
議

に
於
て
も
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
。
認
に
於
て
閥
老
も
亦
『
箱
舘
奉
行
申
立
之
趣
尤
之
失
第
に
有
之
、
(
中
略
)
御
国
境
御
取
締
日
満
州

謹
事
情
探
索
芳
交
易
を
名
と
致
し
、
先
ア
ン
ム
ル
河
に
鴻
試
問
航
致
交
易
潟
仕
候
方
に
可
有
御
座
技
」
ム
」
述
べ
て
ゐ
る
が
、

日
村
垣
淡
路
守
及
津
田
近
江
守
の
記
川
司
に
拙
判
ず
る
清
企
庁
が
あ
る
か
ら
、
途
に
事
閣
の
迫
川
可
ル
一
得
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
月
九

誌
に
於
て
同
年
四
月
箔
料
開
泰
行
は
支
配
調
役
水
野
疋
太
夫
・
諸
術
調
所
教
伎
役
武
問
委
二
一
郎
・
支
配
定
役
一
人
・
御
雇
一
人
・
組

同
心
一
人
・
諸
術
調
所
出
役
一
人
・
武
同
斐
三
郎
門
人
一
人
・
御
雇
醤
附
一
人
・
水
主
足
軽
三
十
人
・
商
人
一
人
・
箱
館
在
留
魯
酉

幕
末
白
由
貿
易

第
四
十
七
巻

七
五
九

第
六

漉

件

航
一

獲

航

へ
幾

何
へ
頁
ル

河

阻

ム

ル
↓
ン

J

Q
〆

7

ン

却

領

ア
、
魯

領
史
丸

魯
革
問

丸
間
勉

同
開
館

翁
税
制

館
館

箱
函

ω。δ
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幕
末
白
出
貿
易

第
四
十
七
巻

第
六
競

七
六

O

亜
通
婦
人
一
人
を
亀
田
丸
に
乗
組
せ
、

交
易
品
は
ず
ぺ
て
商
人
に
取
扱
は
さ
せ
、

四
月
二
十
二
日
よ
り
風
待
順
風
吹
第
出
帆
の
積
り

二
十
八
日
出
帆
、
五
月
七
日
魯
領
デ
カ
ス
ト
リ
イ
着
船
、
六
月
朔
日
ニ
コ
ラ
イ
ス
キ
着
港
、
七
月
十
六
日
同

港
出
帆
、
八
月
九
日
箱
館
表
へ
降
着
し
た
。

で
あ
る
旨
を
上
巾
し
、

た
も
の
で
、
翌
年
十
月
竣
工
、

こ
の
亀
岡
丸
は
、
安
政
五
年
三
月
箱
館
奉
行
が
舶
大
工
総
監
治
に
命
じ
て
梨
遊
せ
し
め

1

ク
I
子
ル
割
、
木
浩
帆
船
二
本
構
、
四
l
六
噸
の
酷
で
あ
っ
た
。

右
内
出
制
許
可
。
日
付
は
一
新
撰
北
海
道
民
一
第
二
巻
、
七
三
四
一
民
に
ぽ
二
月
十
九
日
、
一
函
館
税
関
前
昂
史
一
二

C
九一
R
に
は
二
月
二
十
九
日

と
な
っ

E
ゐ
る
が
叩
一
知
館
組
問
丸
将
領
ア

v-
ム
ル
河
へ
後
航
一
件
↑
に
は
『
書
市
御
弧
削
m
h
支
配
向
之
者
震
乗
組
先
ア
ン
ふ
凡
何

K
篤
試
問
削
怖
い

犬

L
交
易
被
仰
付
、
尤
M
円
附
人
応
案
内
記
入
院
併
も
弔
苦
品
目
彼
仰
波
末
木
知
供
。
川
二
月
九
日
。
村
川
一
淡
路
や
・
津
川
市
L

江
守
』
と
あ
り
、
制
定
赤

行
吟
味
役
は
二
月
十
六
日
、
件
闘
奉
仔
・
水
野
筑
後
守
は
二
十
正
日
に
之
を
了
承
せ
る
凶
同
町
附
記
が
あ
£
恥
ら
、
こ
の
一
黒
龍
江
貿
易
一
一
件
は
二
月
九

日
又
は
そ
れ
ま
で
に
許
可
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
街
出
帆
等
に
つ
い
て
も
一
新
撰
北
海
道
史
」
其
他
に
其
っ
た
記
述
が
あ
る
が
、
本
稿
に

記
載
し
た
日
付
は
村
画
一
淡
路
守
・
箱
館
奉
行
が
八
月
寸
一
日
提
出
し
た
屈
書
に
採
っ
た
も
の
で
あ
Z
o

と
の
黒
龍
江
航
行
に
つ
い
て
は
武
川
斐
三
郎
著
「
黒
龍
江
一
一
酔
」

、
土
L
d

p

言、

に
詳
細
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

彼
我
貿
易
の
以
況
に
闘
す
る
記
辿
を

見
出
し
得
泣
い
と
と
を
逝
憾
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
出
帆
は
四
月
二
十
八
日
朝
五
時
三
十
分
で
、
尼
叫
可
柱
斯
府
に
つ
い
た
の
が
六

月
朔
日
で
、

一
コ
ラ
イ
ス
ク
の
景
況
に
つ
い
て
は

『
尼
寄
位
府
は
黒
龍
江
口
白
一
新
都
な
り
。
妊
ろ
耗
英
の
費
き
一
ヲ
ピ
オ
フ
始
て
兵
士
を
此
地
に
移
て
西
伯
利
の
保
障
と
な
す
c
四
年
前
龍
江
以
北
満
州

メ
リ
ケ

v
J

東
宇
山
城
閣
の
版
闘
に
障
し
、
迭
に
首
府
主
建
て
満
州
唐
太
北
部
を
智
す
ο
米
利
干
樹
乙
昌
司
の
加
船
官
貨
を
載
て
群
捺
し
日
月
繁
庶
己
に
今
日
の
盛
円
同

を
致
ナ
。
六
月
朔
日
朝
九
時
亀
岡
丸
ア
ン
ダ
レ
ス
岬
外
投
碇
峨
士
官
ホ
ン
ク
1
ホ
及
ひ
火
剤
拘
士
粛
な
来
訪
ふ
。
叉
家
猪
難
雛
卵
胡
瓜
洋
酒
執
果
等

鎮
守
の
抽
出
あ
り
。

H
4曜
舶
局
士
官
を
使
し
で
船
上
補
牌
の
所
を
問
し
む
。

一
日
我
舶
士
を
l

官
聴
に
諜
し
、
兵
士
銃
を
捧
け
伶
官
柴
を
奏
し
相
理
府
県
盛
、

府
中
の
紳
士
品
回
線
て
杯
を
接
す
。
鵡
意
木
厚
し
。
蓋
し
本
舷
婚
長
を
待
す
る
の
式
な
り
o
其
始
て
院
に
上
る
。
士
'K
群
味
路
を
挟
で
硝
立
し
、
或
は

馬
車
に
駕
し
て
来
り
親
も
の
あ
り
。
其
敢
て
狼
に
近
さ
る
ほ
日
本
帯
万
家
の
盤
聞
を
長
慨
す
と
云
』
一
E
・々

村尾元長纂述、北海道岡洋形船沿革考(草稿本)
主主本。但し竹崎武問先生俸にも載す
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「
北
海
道
西
洋
形
般
沿
革
考
」
に
も
亀
田
丸
の
黒
龍
江
貿
易
の
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
武
田
斐
三
郎
が
硝
長
・
と
し

て
乗
組
み
、
絹
布
・
米
・
醤
油
・
馬
鈴
薯
及
雑
貨
若
干
を
俗
執
し
、

ニ
コ
ラ
イ
ス
ク
に
於
て
粛
す
と
こ
ろ
の
物
産
を
試
買
し
、

主k
土I!l

風
俗
及
将
来
貿
易
の
得
ヰ
へ
を
探
究
し
て
、
八
月
九
日
に
蹄
箱
し
た
も
の
で
『
我
図
製
造
の
洋
柚
外
闘
に
航
し
貿
易
す
る
も
の
此
を
始

と
す
』
と
記
し
て
ゐ
る
。五

千
歳
丸
の
上
海
貿
易

文
久
元
年
二
月
幕
府
は
外
閥
掛
有
司
に
針
し
、
外
周
貿
易
の
様
子
探
索
芳
活
向
試
み
と
し
て
肝
閥
寄
港
ヘ
沿
づ
崎
一
一
般
役
八
歳
梁

組
差
遣
す
べ
き
の
庭
、
過
賞
の
舶
友
き
た
め
軍
艦
を
使
用
す
る
か
、
君
津
形
番
柏
を
用
う
る
か
、
或
は
英
・
蘭
の
商
般
左
雇
入
る

L

込
が
、
水
夫
も
邦
人
の
み
に
て
差
支
左
き
か
等
を
垂
問
し
た
。
之
に
謝
し
て
外
岡
掛
大
目
付
目
付
は
評
議
の
結
泉
、
香
港
は
英
領
に

て
外
岡
崎
数
多
入
津
宮
鏡
の
土
地
友
れ
ど
も
、
僅
に
三
四
里
程
の
一
川
島
に
で
外
園
舶
が
快
乏
口
問
等
賞
入
れ
の
た
め
入
津
す
る
ま
で

に
て
、
通
商
互
市
の
場
所
で
は
友
い
か
ら
‘
外
岡
貿
易
の
模
様
共
他
探
索
芳
通
商
試
み
の
た
め
汲
意
ず
る
も
其
託
あ
る
ま
じ
〈
、
之
に

反
し
て
上
海
は
商
船
橋
一
段
互
市
盛
ん
友
れ
ば
、
上
海
へ
這
は
さ
る
L
方
寅
地
商
法
の
見
究
め
も
出
来
る
で
あ
ら
う
ョ
舶
は
軍
艦
よ
り

は
骨
羽
海
形
一
帯
般
の
方
然
る
べ
し
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
寧
ろ
和
蘭
商
船
及
水
夫
を
雇
入
れ
た
方
が
首
門
事
好
都
合
で
あ
ら
う
。
上
海
は

膚
閣
所
前
で
あ
る
が
、
今
迄
日
本
商
舶
を
差
遣
し
た
る
例
な
き
を
以
て
、
主
へ
張
和
蘭
商
舶
の
積
に
で
取
計
ひ
、
品
物
直
段
等
の
儀
は

乗
組
役
人
よ
り
船
主
へ
相
談
の
上
夫
々
取
計
は
せ
た
左
ら
ば
、
商
法
共
外
探
索
等
十
分
行
局
き
、
追
て
使
節
汲
遣
の
手
順
に
も
成
る

で
あ
ら
う
。
右
は
神
奈
川
奉
行
よ
り
一
爆
同
所
和
蘭
領
事
へ
掛
合
ひ
、
神
奈
川
奉
行
支
配
向
・
勘
定
程
行
支
配
向
・
軍
縦
方
・
天
文
万

幕
末
。
出
貿
易

第
四
十
七
巻

七
ノ、

第
六

競



幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

七
ノ、

告事
/、

量主

四

等
か
ら
一
人
づ
L
差
遣
し
、
貿
易
・
針
路
・
天
文
等
を
研
究
さ
せ
て
は
如
何
と
答
へ
て
ゐ
る
さ
一
月
三
ま
た
外
国
奉
行
及
水
野
筑
後
守

の
答
申
は
、
軍
艦
は
目
下
修
寝
中
で
あ
り
摂
津
形
は
小
結
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
箱
館
丸
亀
岡
丸
の
内
を
遣
は
す
こ
と
が
よ
か
ら
う
。

然
し
唐
関
香
港
は
何
れ
も
そ
の
土
地
生
産
の
品
友
〈
諸
園
舶
来
の
ロ
聞
の
み
で
.
大
抵
b
が
開
港
揚
と
同
桜
で
あ
り
、
且
我
が
貨
幣
が
各

園
と
相
営
せ
ざ
る
た
め
、
商
船
を
但
出
し
て
貰
買
の
利
潤
薄
き
揚
合
に
は
、
以
後
自
然
と
商
人
共
の
気
乗
り
に
も
影
響
す
る
か
ら
、

先
づ
支
那
と
僚
約
を
締
結
し
、
使
節
を
沃
注
し
、
同
図
及
各
聞
の
風
習
を
探
索
し
た
る
上
、
使
節
よ
り
支
那
に
談
判
約
定
し
て
商
船
を

造
り
し
た
方
が
岡
山
耐
と
友
る
で
あ
ら
う
c

よ
っ
て
支
那
と
僚
約
を
取
結
ぶ
こ
と
を
回
了
、
決
定
す
ぺ
き
な
あ
る
止
し
て
ゐ
る
へ
凶
月
}

O

か
く
て
長
崎
奉
行
に
針
し
『
列
岡
商
訟
の
桜
子
見
置
労
、
貿
易
御
試
と
し
て
唐
図
上
海
香
港
等
ね
役
々
鴻
乗
組
可
被
差
遣
候
問
、

長
崎
表
4
6

ゐ
て
阿
蘭
陀
商
船
井
水
夫
等
も
御
雇
之
上
、
同
所
御
貯
之
依
物
積
入
、
先
つ
一
一
眼
差
遣
候
積
相
心
得
、
蘭
舶
等
御
雇
之
俗

井
貿
易
の
仕
法
等
取
訓
可
被
巾
開
候
。
」
云
?
と
指
令
し
、
勘
定
奉
行
・
目
付
に
も
同
校
の
達
し
が
あ
旬
、
小
栗
豊
後
守
・
溝
口
八
十

五
郎
に
封
し
で
も
同
様
心
得
ぺ
き
一
旨
を
述
べ
た
る
後
「
共
方
共
儀
幸
び
彼
地
ね
相
越
候
儀
に
付
右
手
縞
其
外
得
と
巾
談
候
桜
可
被
致

候
。
尤
右
は
御
試
迄
の
儀
に
候
得
共
、
此
以
後
も
長
崎
奉
行
御
預
等
之
御
船
を
以
、
機
能
出
水
夫
共
御
扉
上
、
蘭
舵
等
御
屈
に
不
及

時
に
貿
易
船
御
仕
出
し
相
成
候
桜
の
仕
法
、
彼
地
ゐ
ゐ
て
得
と
助
緋
取
調
、
迫
て
巾
間
候
椋
可
被
致
候
事
」
と
述
ペ
て
ゐ
る
。

右
の
指
令
に
基
い
て
長
崎
奉
行
岡
部
級
河
守
は
、
出
品
在
慢
の
和
蘭
商
一
舵
支
配
役
ホ
l
ド
ヱ
ン
へ
商
船
併
受
方
弁
に
府
同
商
法
筋

の
模
様
等
一
雁
承
合
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
容
は
、

三
百
噸
(
凡
二
千
石
積
)
杭
の
帆
前
舶
の
傭
船
料
水
夫
賃
共
外
一
式
に
て
了
ゲ
月
千

六
百
ド
ル
ラ
ル
、
井
上
海
入
港
の
際
川
案
内
賃
百
下
ル
ラ
ル
程
を
要
す
る
。
同
地
に
は
無
僚
約
図
の
者
も
来
っ
て
商
を
左
し
‘
領
事
も

在
留
し
て
ゐ
る
か
ら
、
定
法
の
運
上
さ
へ
附
せ
ぽ
貿
易
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
廃
船
す
る
揚
合
は
上
海
に
駐
在
せ
る
和
蘭
領
事
に
武
田



欣
差
出
し
置
け
ぽ
、
高
事
差
支
・
な
く
運
ぶ
で
あ
ら
う
。
香
港
は
英
領
で
運
上
は
不
用
で
あ
る
が
、
遠
隔
地
で
あ
る
か
ら
雇
給
料
は
高

ぐ
た
る
。
交
易
品
は
近
来
日
本
産
の
も
の
彩
敷
上
海
へ
廻
送
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
肢
と
利
潤
あ
る
日
間
物
も
決
定
し
難
く
、
尤
石
炭
コ

積
迭
し
で
も
損
は
立
た
ね
で
あ
ら
う
。
然
し
時
候
風
順
も
宜
か
ら
や
多
ま
で
延
期
し
た
方
が
よ
ろ
し
か
ら
う
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
長
崎
奉
行
の
考
は
何
分
手
始
め
の
事
で
あ
る
か
ら
、
和
蘭
商
舶
を
以
て
園
産
品
少
々
積
乗
せ
、
勘
定
奉
行
・
目
付
の
支
配
向
一

人
づ
』
、
長
崎
奉
行
支
配
向
一
雨
入
、
通
詞
・
商
人
等
を
召
連
れ
、
土
地
の
様
子
・
貿
易
筋
等
を
探
索
せ
し
め
た
後
、
迫
て
商
船
を

仕
出
す
こ
と
L

し
た
方
が
よ
い
か
と
思
ふ
。
叉
海
と
風
阪
も
ん
日
し
く
な
い
し
、
高
橋
美
作
守
清
附
交
代
り
期
限
も
近
い
ご
ゐ
る
か
ら
、

そ
の
意
見
も
闘
い
た
上
、
向
委
側
上
申
す
る
で
あ
ら
う
と
の
と
と
で
あ
っ
た
戸
七
月
)
。

と
の
岡
崎
駿
何
守
の
一
書
耐
に
つ
い
て
外
岡
孝
行
の
評
議
で
は
『
↑
貿
易
品
川
御
佐
山
刊
し
の
依
に
勺
い
て
は
私
共
是
迄
度
々
中
上
候
如
〈

u

何
れ
に
も
御
試
御
仕
出
相
成
候
方
御
都
合
可
然
、
師
叫
に
箱
館
表
ゐ
ゐ
て
は
同
所
奉
行
中
上
御
許
容
相
成
、
品
品
春
魯
西
亜
鎖
ア
ム
ル
港

ゐ
御
船
差
問
、
不
蓮
腕
帆
可
仕
次
第
に
御
座
候
』

ξ
い
ひ
、
新
規
手
初
め
の
義
在
れ
ば
と
て
彼
H
K
顧
慮
に
過
ぎ
凶
循
い
た
し
て
は
、

折
角
の
御
趣
意
を
貫
徹
す
る
と
と
が
出
来
た
い
か
ら
、
高
橋
美
作
守
着
崎
次
第
、
早
々
仕
法
等
取
調
上
申
す
る
や
う
仰
渡
さ
れ
た
い

と
い
ふ
積
極
的
意
見
で
あ
っ
た
(
七
月
三
ま
た
外
園
掛
大
目
付
目
付
の
意
見
は
、
神
奈
川
開
港
以
来
H
本
産
品
は
多
分
に
支
那
へ
持

渡
る
た
め
綿
岡
田
下
直
に
な
り
、
且
つ
兵
飢
の
た
め
(
一
一
一
時
)
ゴ
地
表
弊
し
て
ゐ
る
か
ら
、
此
際
は
国
産
口
問
を
持
渡
ら
や
、
彼
地
の
口
間
町
民

試
み

E
年
h

相
場
の
高
下
を
聞
き
札
せ
ば
様
子
は
大
鰐
判
明
す
る
わ
け
で
あ
り
、

E
制
の
儀
は
線
地
に
雨
三
年
も
滞
在
せ
や
し
て
は

判
明
し
難
い
か
ら
、
駿
河
守
見
込
の
通
り
決
定
せ
ら
れ
て
可
然
旨
を
答
へ
て
ゐ
る
(
八
月
三
か
く
て
長
崎
奉
行
に
劉
し
展
般
共
外
夫
々

取
極
め
上
申
す
べ
き
指
令
が
愛
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

幕
末
の
出
貿
易

第
四
寸
七
巻

七
ノ、

第
六
競

王王



幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

第
六
競

〆、

七
六
四

以
上
は
「
箱
館
健
一
順
丸
香
港
及
荷
爾
領
パ
タ
ビ
ヤ
へ
渡
航
一
件
」
(
繍
一
問
一
昨
叫
一
議
一
流
同
協
調
い
か
)

引
績
い
て
文
久
二
年
二
月
の
健
順
丸
香
港
パ
グ
ピ
ヤ
登
航
の
文
書
に
移
っ
て
ゐ
る
が
、

に
記
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
、

之
に

卑
見
に
よ
れ
ば
健
順
丸
の
香

上
掲
の
所
は
、

倦
パ
タ
ピ
ヤ
差
遣
と
は
関
係
た
く
、
長
崎
よ
り
上
海
香
港
へ
の
間
貿
易
の
計
撃
で
あ
っ
て
、
事
ろ
千
歳
丸
の
上
海
貿
易
に
移
る
べ
き

先
行
事
件
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

千
放
丸
の
上
海
貿
易
は
既
に
本
誌
第
四
六
巻
五
抗
に
述
ペ
た
如
く
で
あ
っ
て
、
文
久
元
年
九
月
幕
府
は
長
崎
命
日
所
調
役
別
間
市
士
ハ

郎
を
し
て
そ
の
肪
に
笛
ら
し
め
上
が
貿
易
を
賞
現
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
稀
々
準
備
の
ャ
っ
ち
ド
ぞ
の
年
も
暮
れ
て
ぷ
Y
二
年
一
二
月

外
闘
汽

F
Z附
舶
せ
ん
と
し
て
長
崎
由
民
泊
の
和
蘭
般
(
肝
心
件
一
許
ト
ク
月
)
芙
闘
紬
(
伽
一
純
一
一
一
千
伽
月
)
佐
見
分
し
た
山
内
、

-e〉
弐
R

〉、

Aνω
附
附
ド

は
寧
ろ
外
岡
舶
を
購
入
す
る
方
が
得
策
左
り
ム
」
考
へ
、

遂
に
英
舶

を
只
牧
し
、

四
月
十
四
日
長
崎
泰
行
高
橋
美
作
守

k
c
E
U
=め
の

は
目
付
以
下
の
役
人
を
察
ゐ
て
之
を
臨
検
し
、
般
名
を
千
歳
丸
と
改
め
、
四
月
二
十
九
日
長
崎
出
帆
、
上
海
に
航
行
し
て
貿
易
を
試

み
、
七
月
十
四
日
長
崎
に
臨
港
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
聞
の
事
情
に
つ
い
て
は
既
に
前
掲
本
誌
に
「
幕
末
の
上
減
貿
易
」
と
し
て

詳
説
し
た
底
で
あ
る
か
ら
、
認
に
は
之
を
繰
返
す
こ
と
を
避
け
る
ロ

..... .，、

健
順
丸
の
香
港
バ
タ
ビ
ア
貿
易
計
壷

文
久
元
年
四
月
露
鋭
ニ
コ
ラ
イ
ヱ
フ
ス
ク
へ
貿
易
を
試
み
し
箱
倫
奉
行
は
、
更
に
翌
二
年
五
月
奉
行
所
附
属
般
健
順
丸
を
以
て
芙

領
香
港
及
蘭
領
パ
タ
ピ
ア
へ
出
貿
易
を
試
み
ん
と
し
た
。

健
順
丸
は
も
1

己
米
闘
舶
で
伊
一
門
戸
町
読
と
い
ひ
、

一
八
五
六
年
(
安
政
三
年
)
米
関
フ
ェ
ー
ル
ヘ

1
ウ
ン
市
に
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で

川島元次郎、南闘史話、 I2IJ'(22) 



あ
る
が
、
文
久
元
年
(
一
八
六
一
平
)
八
月
箔
簡
に
入
港
し
、

そ
の
際
費
買
が
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
初
め
箱
館
奉
行
竹
内
保
徳
・

堀
利
回
仰
は
軍
総
製
造

ω
こ
と
を
幕
府
に
建
言
し
た
が
允
さ
れ
や
、

文
久
元
年
春
又
上
書
し
て
軍
艦
を
製
し
北
門
の
警
備
を
厳
に
せ
ん

と
と
を
強
制
ひ
、
幕
府
は
詮
に
之
を
詳
し
た
の
で
、
保
徳
位
一
寸
は
艦
材
を
蒐
集
し
日
前
に
工
を
起
さ
ん
と
す
る
運
と
怠
っ
た
。
時
に
錨
同
丸

が
=
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
に
於
て
ア
ル
テ
1
7
携
に
舎
し
、

そ
の
結
慢
の
大
小
、
機
峨
の
装
置
よ
〈
我
が
意
に
遁
せ
し
た
め
、
之
を
購

入
し
て
新
艦
の
製
法
を
止
む
る
に
知
か
や
と
考
へ
、
寅
買
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
ぬ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
ミ
る
事
情
に
在
っ
た
た
め
、

同
舶
の
箔
館
入
港
後
、

同
舶
は
木
造
帆
結
三
本
櫨

名
を
改
め
て
健
順
九
と
し
た
。

日

K
さ
山
十
九
パ
、
幅
二
十
九
パ
一
寸
、

購
入
の
約
が
賓
現
さ
れ
た
も
の

εあ
る
の

Rt-i「
4
-
Z
二
「
川

叫
ト
い

c
-
-

一
『

I
J

一一一、

-
2
4
v
k
蒔
堅
、

勺
ir
，
寸
斗
』
J
ノ
帥
吋
て

丈
久
二
年
二
月
館
順
丸
を
香
港
パ
タ
ピ
ア
ヘ
波
法
し

そ
の
航
海
を
震
同
士
山
口
K
托
吐
ん
と
す
る
風
聞
が
あ
り
、

立
に
劉
し

τ米

園
貿
易
ヱ
ゼ
ン
ド
代
-v
・
ヱ
・
フ
レ
ツ
ル
よ
り
は
書
簡
を
以
て
抗
議
及
自
己
採
用
方
を
箱
館
奉
行
組
頭
河
津
三
一
郎
太
郎
に
申
出
で
て

ゐ
る
が
、
河
港
よ
り
は
右
は
全
く
訣
侍
で
あ
る
旨
を
容
へ
て
ゐ
る
。
一
一
一
月
に
は
外
国
米
行
か
ら
健
順
九
が
英
領
香
港
に
貿
易
の
た
め

差
遣
さ
れ
る
に
つ
き
「
不
案
内
之
容
地
え
始
て
油
商
い
た
し
ぬ
る
事
友
れ
ば
、
交
易
の
振
合
等
都
て
ポ
馴
の
偽
故
彼
地
在
官
貴
闘
ヨ

ン
シ
L

i

H

周
旋
を
以
て
百
事
差
支
他
…
之
様
致
し
度
、
尤
術
中
取
締
之
矯
め
箱
ん
川
泰
行
支
配
之
七
宵
潟
乗
組
.
近
身
出
帆
殺
さ
せ
候
間
.

共
段
心
得
ら
れ
、
同
所
コ
ン
シ
ユ
ル
に
台
知
有
之
度
、

此
段
拙
者
共
よ
り
額
入
候
』

と
の
英
園
公
使
宛
依
頼
欣
を
差
出
し
た
会
石
川

二
十
八
日
)
。
然
し
英
公
使
は
閣
老
の
書
翰
を
要
求
し
た
た
め
、

再
び
五
月
四
日
閣
老
よ
り
同
様
。
書
翰
を
叫
返
り
、
何
繭
陀
線
領
事
に

封
し
で
も
外
岡
奉
行
よ
り
蘭
領
眠
時
島
之
内
パ
タ
ピ
ア
へ
健
順
九
を
差
遣
す
る
に
つ
き
同
地
駐
在
領
事
に
高
事
斡
旋
を
乞
ふ
自
の
依

額
放
を
出
し
て
ゐ
る
合
一
一
月
二
十
八
日
三
九
月
二
十
二
日
に
は
英
園
領
事
よ
り
箱
餅
奉
行
に
針
し
健
順
丸
の
出
帆
期
日
を
問
合
せ
℃
ゐ

幕
末
の
出
貿
易

七
六
五

第
四
十
七
巻

策
六
挽

七

村Jt，元長券述、北海泣l司洋形船拍車考(草稿本)
勝i毎舟、海軍謄史、 444頁。日本近世建知史、 82]'[
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一
八

る
が
、
奉
行
か
ら
は
日
限
は
未
だ
確
定
せ
ざ
る
も
、
七
八
日
又
は
十
日
程
の
内
に
は
出
帆
す
べ
き
旨
を
答
へ
て
ゐ
る
。

幕
末
の
由
貿
易

第
四
十
七
巻

第
六
銃

七
六
六

か
く
て
健
順
丸
が
函
館
を
出
帆
し
た
の
は
二
年
十
月
六
日
で
あ
る
。
水
野
某
般
長
と
友
り
、
篠
森
泰
皮
・
一
勝
国
主
馬
・
高
井
誠
司

以
下
数
十
人
之
に
乗
組
み
、
昆
布
・
前
…
海
鼠
・
飽
・
刻
昆
布
・
生
料
開
等
若
干
を
搭
載
し
て
江
戸
に
向
っ
た
。
然
る
に
十
一
月
に
至
り

健
順
丸
の
海
外
渡
航
を
止
め
日
間
川
に
滞
泊
せ
し
む
る
に
一
会
っ
た
。
其
原
因
に
つ
い
て
は
、
或
は
物
議
の
た
め
と
い
ひ
、
或
は
営
時
内

外
の
事
情
切
迫
せ
る
た
め
と
設
か
れ
て
ゐ
る
が
、
幕
府
が
既
に
英
蘭
雨
闘
に
謝
し
で
も
斡
旋
の
H
W
K
依
頼
せ
る
担
任
で
る
る
か
ら
、
ん
本

自
則
亡
伶
て
均
一
乞
計
二
ど
も
々
と
士
別
山
1
L
r

、

l

i

i

j

u

h

i

J

J

〈

{
l
l
d
J

又
内
外
の
事
情
切
迫
せ
る
こ
と
は
に
の
時
に
限
っ
た
わ
け
マ
は
た
い
が
、

此
年
w
一ハ

月
勅
使
東
下
し
て
朝
旨
三
事
を
停
へ
、
松
平
春
裁
に
よ
る
古
都
政
改
革
が
行
は
れ
た
と
と
左
ど
か
ら
見
れ
ば
、
或
は
後
者
の
設
が
首
つ

て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
。
兎
に
角
直
接
に
そ
の
事
情
を
明
か
に
す
る
史
料
に
按
せ
た
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

「
奮
幕
府
」
第
一
九
巻
第
三
披
所
掲
、
山
目
撃
直
氏
の
「
明
治
以
前
の
支
那
貿
易
」
に
は
舎
津
人
参
、
蝦
+
引
の
乾
海
鼠
、
干
し
ア
ワ
ぜ
な
ど
を
新

館
の
物
産
曾
所
か
、
日
積
込
み
、
表
面
は
関
紙
パ
タ
ピ
ヤ
へ
航
海
す
品
と
稗
し
貨
は
文
那
へ
出
貿
易
を
な
す
積
り
で
あ
り
が
ん
が
、
人
心
の
不
折
合
A」

い
・
山
こ
止
で
中
止
に
な
一
ワ
た
。
然
し
小
笠
原
国
書
・
井
上
主
水
正
な

E
が
議
カ
し
、
山
口
氏
が
引
受
け
て
上
海
へ
貿
易
を
試
む
る
こ
と
に
な
っ
た

(
設
)の

で
あ
る
と
設
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
上
海
貿
易
は
次
項
に
説
明
せ
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
白
パ
タ
ピ
ア
貿
易
が
前
惑
の
如
〈
蘭
・
英
雨
閣
官
窓
へ

斡
旋
を
依
頼
し
て
ゐ
る
以
上
、

か
〈
の
如
き
表
面
の
口
貨
で
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

七

健
順
丸
に
よ
る
上
海
貿
易

前
述
の
如
く
に
し
て
健
順
丸
の
香
港
派
法
は
中
止
さ
れ
た
が
.
笠
文
久
三
年
十
月
幕
府
は
健
順
丸
を
長
崎
に
遣
し
、
風
の
様
子
に
よ

り
支
那
上
海
へ
罷
越
す
も
苦
し
か
ら
や
と
の
内
意
が
侮
へ
ら
れ
た
の
で
、
同
船
は
十
一
月
十
一
日
品
川
表
出
帆
、
十
二
月
十
七
日
兵

箱館健順丸香港及荷蘭領バタピヤ設航一件(草寺本)
新撰北海道史第二巻734頁に五月箱館渡航とあるは誤り
新撰北海道史二巻734頁
北海道西洋形般沿革考
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庫
に
着
般
、
荷
物
仕
入
方
、
大
阪
表
と
の
諸
引
合
等
商
法
筋
の
義
を
同
所
に
て
整
へ
v

翌
一
花
治
元
年
二
月
九
日
兵
庫
を
出
帆
し
た
が
.

風
浪
の
た
め
長
崎
に
寄
港
す
る
と
と
を
得
十
、
針
路
を
聞
に
向
け
て
上
海
へ
士
山
し
、
二
十
一
日
上
海
に
岩
、
英
領
事
を
題
し
て
道
豪

に
両
舎
し
、
和
蘭
領
事
の
斡
旋
に
よ
っ
て
貿
易
を
試
み
、
市
中
を
見
物
し
、
滞
在
約
一
ヶ
月
半
、
四
庁
九
日
上
海
を
渡
し
、
十
五
日

長
崎
に
着
、
更
に
兵
庫
に
寄
港
し
、
七
月
十
日
無
事
品
川
に
蹄
着
し
た
。

健
順
丸
の
乗
組
員
は
軍
艦
奉
行
支
配
組
頭
弐
席
箱
館
奉
行
支
配
調
役
並
山
口
錫
次
郎
、
外
図
奉
行
支
配
調
役
格
通
第
御
用
頭
取
森

山
多
吉
郎
、

そ
の
他
箱
館
奉
行
所
属
役
七
人
、
松
平
越
前
守
家
来
二
人
、
商
法
方
と
し
て
姥
子
砥
卒
・
叫
問
屋
文
兵
衛
の
二
人
・
舶

M
M
水
夫
を
加
へ
て
一
行
五
十
徐
人
で
あ
っ
た
が
、
北
海
の
梅
原
物
を
彼
地
に
粛
し
、
之
に
到
し
て
砂
糖
・
綿
・
水
銀
等
を
買
入
れ
た

川μ

十
仰
の
箱
館
町
年
寄
姥
子
眠
市
ア
の
「
上
海
表
御
試
商
法
取
扱
一
事
情
本
市
上
候
書
作
」
に
よ
れ
ば
、
首
時
の
貿
易
拡
況
を
や
h

詳
し
〈

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
邸
ち
一
昨
年
中
御
排
残
品
川
丹
在
金
を
以
て
仕
入
れ
た
る
口
問
を
積
入
、
上
海
で
は
和
蘭
領
事
を
頼
り
て
先
づ
還

上
所
へ
の
刷
出
、
税
則
、
荷
積
人
足
の
屈
入
、
荷
船
履
方
、
荷
物
世
場
、
破
敷
料
等
を
知
り
、
実
質
手
数
料
は
千
歳
丸
の
揚
合
と
同
様

寅
賞
金
高
の
二
分
五
師
団
(
四
五
分
の
場
合
も
あ
り
)
と
し
、

一
切
之
を
和
蘭
領
事
に
委
せ
た
と
い
ふ
。

諸
口
山
の
相
場
は
日
々
相
応
書
が

配
達
さ
れ
、
横
演
相
底
室
田
も
時
々
配
建
さ
れ
る
が
、
富
民
買
の
都
度
附
し
合
せ
て
見
る
に
疑
惑
の
儀
柳
も
た
く
『
損
谷
は
共
物
日
間
多
寡

相
庭
局
低
之
機
舎
に
川
市
候
儀
と
恭
存
』
、
綿
綿
の
相
庭
も
『
大
坂
上
海
横
演
相
底
同
恰
好
に
有
之
』
、
昆
布
は
上
海
で
は
多
量
に
貰
捌
け

Jr初
子
江
を
蒸
気
船
に
て
凡
七
八
日
程
も
湖
り
ハ
ン
カ
オ
の
港
へ
運
送

L
賀
捌
く
の
で
あ
る
が
、
昆
布
多
量
に
存
せ
し
た
め
捌
方
滞

っ
て
ゐ
た
が
、
恰
も
其
頃
英
船
一
位
箱
館
よ
り
昆
布
を
積
入
れ
直
段
引
合
は
さ
り
し
た
め
他
港
へ
向
け
出
帆
し
た
と
い
ふ
。
か
〈
て

幕
末
の
出
貿
易

第
四
十
七
巻

七
六
七

第
六
銃

1u 

者f館健順丸上海へ設航一件(宿本)
新村w、元治疋年に於け吾幕吏の上梅l副11察記u 商業と経済、第五年第二加。
武蔵長灘、元治:昨年上海抵遺官船健順丸に閥ずる長崎側の史料、 同誌第六年
f第一加。山口氏の談によればテール制と水銀とを持ち障ったとい」、(奮幕府
第五巻三披)
続!館健!胴丸上海へ溌航ー件
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幕
末
の
間
貿
易

七
六
八

C 

第
四
十
七
巻

第
六
披

前
…
海
鼠
・
干
飽
・
刻
昆
布
等
は
幸
ひ
彼
地
に
て
梯
底
な
り
し
た
め
頗
る
利
盆
が
あ
り
、
共
外
貝
柱
・
錫
等
も
支
那
人
必
需
の
食
料
に

て
箱
船
仕
山
川
し
の
各
凶
舶
は
多
く
山
東
遊
へ
廻
り
、
上
海
に
は
平
日
口
問
多
か
ら
や
相
際
高
債
の
様
子
で
あ
っ
た
。
之
に
よ
り
て
考
ふ

る
に
『
御
凶
之
儀
未
だ
各
同
通
商
一
小
相
問
、
各
港
貨
物
多
寡
芭
段
高
低
等
共
時
々
相
泊
ヒ
粂
候
折
柄
、
外
日
間
々
相
見
込
候
よ
り
右
支

那
人
必
需
之
日
間
々
積
越
し
似
方
御
託
現
然
に
有
之
、
殊
に
何
れ
も
箱
倒
産
物
に
も
布
之
、
仕
刊
し
都
合
等
最
都
合
ん
日
敷
義
と
奉
存
』
年

L
M

一
二
制
づ

h
Z
L
仕
川
す
械
に
し
た
い
も
の
で
る
る
と
し
、
彼
地
に
や
付
る
符
凶
人
商
法
取
引
等
規
律
厳
粛
た
る
こ
と
を
説
昔
、
之
は

コ
ン
ベ

-
〉
ヒ
士
士
一
一

f
t
l
J
当
止

t
T
i

v
-
F
ぬ
け
冗
ド

f
じ
f
J
R
4
1州
出

己
之
利
(
告
に
あ
ら
や
北
京
闘
の
柴
山
ド
聞
は
る
た
め
取
引
殿
斡
な
る
U

い
を
中
山
ベ
て
ゐ
る
。

認
に
於
で
コ
ン
ベ
一
一

1
即
ち
尚
一
世
の
こ
と
を
詳
遮
し
、
阪
引

t
井
に
取
締
上
良
法
な
る
こ
と
を
述
へ
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
右
貿
易
の
損
盆
は
如
何
と
い
ふ
に
、
山
口
錫
次
郎
の
書
付
に
よ
れ
ば
『
荷
物
積
庚
し
之
口
問
も
悦
得
共
、
商
法
に
公
ゐ
て
は
前
…

(
註
)

海
底
・
干
飽
等
御
買
上
止
代
金
千
九
百
拾
八
雨
徐
之
高
、
外
国
仕
川
御
見
合
巾
長
々
岡
置
、
迫
土
品
問
損
し
、
仲
畑
…
御
拾
と
も
可
相
成

程
之
口
m
合
を
以
、
金
千
式
白
八
拾
六
雨
後
之
御
谷
に
相
成
』
と
あ
り
、
山
け
氏

ω
講
演
に
も
『
干
他

-E刷
…
，
御
円
以
も
イ
倍
以
上
の
代
僚

に
費
れ
ま
し
た
」
と
港
ぺ
て
ゐ
る
。
全
損
と
も
た
る
ぺ
き
品
物
を
以
て
約
千
ご
一
百
隔
の
益
を
皐
げ
た
と
い
ふ
と
と
は
、
以
前
の
千
歳

九
の
貿
易
と
比
較
す
る
も
大
差
が
あ
り
、
驚
く
べ
き
と
と
と
い
は
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

向
以
上
の
山
口
・
姥
子
一
剛
氏
の
番
付
の
外
に
「
箱
館
健
順
丸
上
海
へ
残
航
一
件
」
に
は
上
海
に
沿
け
る
見
聞
書
・
港
規
則
・
運
上

所
規
則
等
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
上
海
の
貿
易
事
情
を
確
か
む
る
上
に
も
少
か
ら
ざ
る
放
呆
が
あ
っ
た
こ
と
h

氾
は
れ
る
。
他
順

丸
船
長
た
り
し
山
口
氏
等
は
、
外
国
へ
航
海
し
た
と
の
抑
由
を
以
て
、
腕
朝
の
後
、
浪
士
左
ど
に
附
け
ね
ら
は
れ
た
と
い
ふ
と
と
で

る
る
が
、
営
時
の
事
筒
井
し
で
は
そ
ん
た
と
と
も
あ
っ
た
で
る
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

日;jJ--
山口事I在、明治以前の支那貿易、務幕府第五巻豆晶lt
前掲元j治元年に於る幕吏の卜海翻察記に載するもの正大同小b~のもの
旬IJ治以前の支那貿易、奮幕府第五巻三披
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八

結

言

海
外
へ
の
川
貿
易
は
幕
末
に
於
て
相
営
慌
に
唱
道
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
商
法
取
訓
べ
の
た
め
部
変
を
海
外
に
派
泣
せ
ん
と
す
る

議
も
あ
っ
た
が
、
遂
に
州
貿
易
が
賓
現
し
た
こ
と
は
以
上
尚
一
ペ
た
底
の
如
〈
で
め
弓
。

最
初
に
行
は
れ
た
間
貿
易
は
亀
刊
丸
に
よ
る
黒
龍
江
貿
易
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
本
で
造
ら
れ
た
析
で
、
日
本
人
が
叫
町
長
と
し
て
、

日
本
人
水
夫
と
共
に
、
未
知
の
航
路
を
乗
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
問
、
第
三
岡
は
上
海
へ
の
川
貿
易
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
用
ゐ

ら
れ
た
千
蔵
丸
も
他
附
丸
も
外
岡
舶
を
支
牧
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
千
蔵
丸
は
外
人
呆
組
員
に
よ
っ
て
上
保
へ
導
か
れ
た
の
で
あ

る
が
、

健
嗣
丸
は

H
本
人
の
子
ぜ
上
海
へ
航
海
し
た
の

σ
あ
る
。

戎

存
俗
及
パ
タ
ピ
ア
へ
の
航
海
は

戒
は
使
仙
波
法
の
た
め
、

貿
易
の
た
め
計
書
さ
れ
た
が
、
何
れ
も
寅
現
せ
左
か
勺
た

以
上
コ
一
悶
の
問
貿
易
が
牧
支
損
(
仕
の
上
に
如
何
な
る
結
果
を
現
は
し
た
か
は
必
や
し
も
明
確
で
は
左
い
が
、
そ
の
成
総
如
何
に
か

と
の
こ
と
は
重
要
左
る
意
義
を
布
ず
る
。
郎
ち
そ
れ
は
単
に
居
貿
易
よ
り
出
貿
易
へ
の
崎
明
化
の
み
た
ら
歩
、

、
は
ら
や
、

と
れ
に
よ

っ
て
種
々
海
外
の
見
聞
を
成
め
た
こ
と
は
一
大
牧
獲
で
あ
っ
た
と
い
は
左
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
更
に
日
本
製
航
舶
に
よ
り
又
は
川
本
品
川

到
に
よ
っ
て
大
洋
航
海
を
途
行
し
た
と
と
は
、
我
交
通
史
上
特
集
す
べ
き
事
件
で
あ
り
、
ま
た
外
凶
附
舶
の
購
入
が
、
幕
府
及
各
滞

日

に
於
て
此
後
績
々
行
は
れ
、
そ
れ
等
に
到
す
る
一
の
先
例
と
左
っ
た
こ
と
も
注
意
す
べ
き
こ
E

と
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
幕
末
に
台
け
る
幕
府
の
間
貿
易
は
、
来
る
ぺ
き
時
期
へ
の
針
舷
策
と
し
て
試
ま
ね
ば
な
ら
ね
こ
と
を
賓
行
し
た
に
過
ぎ

ぬ
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
之
を
此
行
し
た
努
力
は
之
を
認
め
授
け
れ
ば
た
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
幾
多
主
要
た
る
本
来
的
升
に

減
生
的
の
意
義
を
有
ず
る
と
と
を
閑
却
す
る
こ
と
は
出
来
た
い
。

(
附
百
)

本
絹
引
用
の
史
料
に
閥
し
て
維
新
史
料
編
纂
官
丸
山
閥
雄
氏
、
函
館
岡
書
館
長
岡
町
健
蔵
氏
に
探
同
げ
な
る
謝
忌
を
表
す
る
。

幕
末
の
由
貿
易

第
四
十
七
巻

第
六
披

七
六
九
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